
※あおもり県民カレッジ
　単位認定講座。
　各回２単位

受講料
無料

申込方法 裏面をご覧ください
対 象 一般社会人、学生（高校生・大学生・大学院生）

　国の重要無形民俗文化財に指定されている「青森ねぶた祭」。その祭は長い歴史と共に、変化と進化を遂
げてきた。とくにねぶた本体の造形は、世界的にも注目される技術水準を誇っている。本講座ではこうした
認識のもと「造形物としてのねぶた」を多様な側面から改めて問い直すことにする。制作などにかかわり、第
一線で活躍する方々をお呼びして、ねぶた造形を問い直す。

定 員 各回 50人（先着順）

ねぶた学

ねぶた制作と私的ねぶた史

10月17日㈭ 18：30～20：30

〈講師〉ねぶた師　立田　龍宝

■会場：アウガ５F カダール研修室

青森ねぶたの造形的変遷

10月24日㈭ 18：30～20：30

〈講師〉青森ねぶた全集 編著者　工藤　友哉

立佞武多を制作する

10月31日㈭ 18：30～20：30

〈講師〉立佞武多制作者　福士　裕朗

日本・世界の「ねぶた」造形

11月7日㈭ 18：30～20：30

〈講師〉江戸川大学 教授　阿南　　透

造形美としてのねぶた

11月21日㈭ 18：30～20：30

〈講師〉ねぶた研究所　竹浪比呂央

都市祭礼をどう分析するか
～長浜曳山祭を事例に～

11月30日㈯ 13：30～16：00

〈講師〉滋賀県立大学 准教授　武田　俊輔　他

■会場：アウガ５F カダール研修室

■会場：アウガ５F カダール研修室 ■会場：アウガ５F カダール研修室

■会場：アウガ５F カダール研修室 ■会場：新町キューブ グランパレ

※この公開講座は、公益財団法人 青森学術文化振興財団の助成を受けて実施されます。

第１回 第２回

第３回 第４回

第５回 第６回

青森公立大学公開講座 2019

主 催
お問い合せ

共 催青森公立大学［URL］https://www.nebuta.ac.jp/ 青森商工会議所　［URL］http://www.acci.or.jp/
青森公立大学地域連携センター 公開講座係 017－764－1589



青森公立大学地域連携センター 公開講座係

「ねぶた学」参加希望の回に○をつけてください

※講師、演題は変更になる場合があります。

青森公立大学地域連携センター 公開講座係

すべて　　・　　第１回　　・　　第２回　　・　　第３回　　・　　第４回　　・　　第５回　　・　　第６回

［青森公立大学公開講座 2019］ ねぶた学

017－764－1593

お申し込み後は、開催日当日、直接会場へお越しください。受講できない場合のみ、お電話でご連絡します。

10/24木
18：30～20：30

青森ねぶたの造形的変遷

青森ねぶた全集 編著者
工藤　友哉

幼き頃からねぶたに関わり、制作の世界へ
と足を踏み込んだ工藤氏。弘前大学では学
位論文としてねぶたの造形の歴史を、独自
の視点からまとめた。今回は制作とその歴
史について学ぶ。

10/31木
18：30～20：30

立佞武多を制作する

立佞武多制作者
福士　裕朗

現在、五所川原市の立佞武多制作者として
活躍する福士氏。青森公立大学の学生で
あった頃にも、自分たちでねぶたを制作。
我生会の一員としても、制作の新境地を開拓
中である。今回はねぶたと立佞武多を比較
して学んでいく。

11/7木
18：30～20：30

日本・世界の「ねぶた」造形

江戸川大学 教授
阿南　　透

昨年の公開講座「ねぶた学」においても、ね
ぶたが青森のみならず、日本、世界に広がっ
ていることを指摘。ねぶたの造形に心を奪
われ、長年その造形に関して研究を続けて
きた阿南先生から再度「ねぶた」を学ぶ。

11/21木
18：30～20：30

造形美としてのねぶた

ねぶた研究所
竹浪比呂央

ねぶたを芸術としてとらえる第一人者、竹浪
比呂央氏。本年も見事に最優秀制作者賞を
受賞（菱友会、「紀朝雄の一首 千方を誅す」）。
京都造形大学でも講義を行う竹浪氏に、今
年もその「ねぶた」造形に関して学んでいく。

11/30土
13：30～16：00

都市祭礼をどう分析するか
～長浜曳山祭を事例に～

滋賀県立大学 准教授
武田　俊輔　他

今年のシンポジウムは「祭礼の比較研究」を
テーマに、ねぶた祭を他の祭との比較から浮
き彫りにしていく。基調講演＆講義として、
気鋭の祭礼研究者、武田俊輔氏から伝統の
祭について学ぶ。その後佐々木研究室で「祇
園祭とねぶた祭」の比較研究報告を行う。

10/17木
18：30～20：30

ねぶた制作と私的ねぶた史

ねぶた師
立田　龍宝

工業高校の教員からねぶた師へ転身した立
田氏。昨今、市川海老蔵丈と歌舞伎とねぶ
たを競演し、大型ねぶたを2台制作しなが
ら、地域ねぶたの制作もしている。これまで
の私的ねぶた史を含め、ねぶた制作について
学んでいく。

第２回 第３回

第４回 第５回 第６回

第１回


